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２０１６ＭＦＪ全日本ロードレース選手権シリーズ最終戦イベント
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ＩＮ ‐ ℓ 走行距離 ｋｍ
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タイヤ

フロント リア

銘柄 ブリヂストン 銘柄 ブリヂストン

サイズ 120/60R17 サイズ 190/65/17

エア圧 1.8 エア圧 1.4

ＣＯＭＰ -12 段 スイング長 612 ｍｍ

ＴＥＮ -12 段 残ストローク ― ｍｍ

ｍｍ 車高 STD+ 21 ｍｍ

イニシャル 12.5 ｍｍ ピボット位置 -4 ｍｍ

― ｍｍ

ＣＯＭＰ -18 段 突き出し 6 ｍｍ
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パーツ名 ＯＨＬＩＮＳ　ＴＴＸ（370mm） リンク SPL（15％）

スプリング 95.8 Ｎ/ｍ リンクロッド ― ｍｍ

トップアウトスプリング 125 Ｎ/ｍｍ 8

フロント

パーツ名 ＯＨＬＩＮＳ　ＦＧＲ200（７５０ｍｍ） ＴＥＮ -18 段

スプリング 9.75 Ｎ/ｍ ＯＩＬ ―

トップアウトスプリング 1 Ｎ/ｍｍ 135 ｍｍ 油面 280 ｍｍ

イニシャル 10 ｍｍ 残ストローク

トランス
ミッション

１ｓｔ （35/16） 2.18 ４ｔｈ (31/21) 1.48

２ｎｄ （34/18） 1.89 ５ｔｈ (21/28） 1.33

３ｒｄ (36/22) 1.64 ６ｔｈ (26/21) 1.24

エンジン
スパークプラグ ＮＧＫ　R0373A-10 エンジンＯＩＬ ＳＵＮＯＣＯ　ＲＥＤＦＯＸ　１０Ｗ-４０

ファイナルレシオ 16 （２．６８７５） チェーン・リンク数 ＲＫ　ＧＰ520ＵＷＲ 118 リンク

コース

名称 鈴鹿サーキット 気温 20 ℃

コンディション ＤＲＹ 気圧 1024 hpa

路面温度 17 （計測時間 湿度 33 ％

日付 2016年11月6日 時間 14:50 イベント ２０１６ＭＦＪ全日本ロードレース選手権シリーズ最終戦

天気 晴れ マシン ＧＳＸ－Ｒ1000　Ｌ６ ライダー 　今野由寛　　Ｙｏｓｈｉｈｉｒｏ　Ｋｏｎｎｏ　



<コメント>

さて今回の最終戦も一日走行時間が長く、水曜日搬入で木曜日から走行がありました。

さて土曜日は予選です。予選開始からペースを上げて自己ベストを大きく更新する２’０８”０９１（惜しくも７秒に入らず！！）を

初日は自己ベストタイムに近いところで走行が出来ました。二日目も天気が良く走行開始直後から自己ベストタイのタイムで

（株）Ｓサプライ
畑中　健太郎

日曜日は２レースあり、ＲＡＣＥ１は午前中からで８周！スタートで出遅れたら終わりのレースです。
スタートして一周目は１０位で通過、その後は二台にかわされてしまい12位でゴール。ＲＡＣＥ2で巻き返します！

来年は新型ＧＳＸ－Ｒが発売予定です。今現在の感じでは非常に戦闘力が高そうです。ぜひご期待ください。

マーク、この時点で９番手でしたが最後のラップで他車がタイムを出して１１番手で予選を終えました。

Ｓ　ＳＵＰＰＬＹ　ｔｗｉｔｔｅｒ　　　　　＠ＳＳＵＰＰＬＹ＿
Ｓ　ＳＵＰＰＬＹ　Ｆａｃｅｂｏｏｋ　　http://www.facebook.com/pages/S-Supply/452966391546855

ＲＡＣＥ２スタート直後の最終コーナーで多重クラッシュがあったため赤旗中断。２０分後に再スタート。

これで今年のレーススケジュールはすべて終了です。
しかしスタートで順位を落としてしまい１６位で一周目を通過。その後徐々に上げていき１０位でチェッカーを受けました。

ご協力いただきました企業様、応援して頂いた皆様本当にありがとうございました。

Ｓサプライでもレースの情報をリアルタイムに発信していきます。もしよければご覧下さい。

皆様こんにちは！

朝晩は非常に冷え込みますが日中は日差しが暖かく感じますね。風は冷たいので日陰は寒いですが♪

走行、フロントタイヤのテストを行います。走行のコメントとデータを検証してレースに使うタイヤをチョイスします。

昨年から１７インチタイヤを開発してきたイメージでは、16.5インチに比べてコンディションの影響を受けにくいのではないかと
感じています。テストとレースで路面温度が大きく変化してしまった場合に対する、グリップ力の変化が少ないと思います。

初日から天気に恵まれウィーク中は全く雨が降りませんでした。初日は鈴鹿８耐スペックの車両と岡山の流れの車体の比較と
タイヤの選択を行いました。
タイヤはかなり進化してきていていますが、走らせ方によってもチョイスするタイヤが違ってきそうです。

早いものであっという間に最終戦です！


